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9 月 定 例 会

　二本松市議会９月定例会は、９月３日から25日までの23日間を会期として開催されました。
　今回提出された議案は、平成24年度一般会計、特別会計、企業会計の決算認定や平成25年度一般会計補正予算、市条
例制定など市長提出議案38件で、これらを慎重に審議した結果、追加提案された「職員の給与の臨時特例に関する条例
案」については、賛成少数で否決され、その他、平成24年度会計歳入・歳出他21件の決算認定及び平成25年度一般会計
補正予算他16件は、原案のとおり認定・可決されました。議員提出議案５件は賛成多数で可決されました。
　人権擁護委員候補者の推薦については全会一致で適任と認め推薦しました。

99 月月 定定 例例 会会屋内プール整備、屋内子ども遊び場拡張等屋屋屋屋内内内内ププププーールルルル整整整整備備備備、、屋屋屋屋内内内内子子子子どどどどもももも遊遊遊遊びびびび場場場場拡拡拡拡張張張張等等等等
20億6千9百万円の補正予算を可決

　　　　職員の給与削減案は否決　　　　職員の給与削減案は否決

◎専決処分の承認を求めることについ
て（二本松市平成25年 8 月 5 日豪雨
による被災者に対する市民税等の減
免に関する条例制定について）
甚大な被害を受け、担税能力を喪失
したと認められる者に対する市民税等
の減免に関し必要な事項を定めるもの。
◎二本松市税特別措置条例及び二本松
市営住宅管理条例の一部を改正する
条例制定について
　福島復興再生特別措置法の一部を改
正する法律の施行に伴い、所要の改正
を行うもの。
◎延滞金等の割合に係る特例基準等を
整備するための関係条例の整備に関
する条例制定について
　地方税法の改正に準じ同様の特例を
定めるため、関係条例の整備を行うも
の。
◎二本松市特別職の職員で非常勤のも
のの報酬及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例制定について
　成年後見人の選挙権の回復のための
公職選挙法等の一部を改正する法律の
施行に伴い、所要の改正を行うもの。
◎二本松市保育所条例等の一部を改正
する条例制定について
　二本松市立いわしろさくらこども園
の開設等に伴い、所要の改正を行うも
の。
◎二本松市立学校屋外運動場夜間照明
設備使用料条例の一部を改正する条
例制定について
　安達中学校の運動場への夜間照明設
備の設置に伴い、所要の改正を行うも
の。
◎二本松市水道条例の一部を改正する
条例制定について
　二本松市岳簡易水道事業及び安達簡
易水道事業を二本松市上水道事業へ統
合するため、条例の一部改正並びに関
係条例の廃止及び一部改正を行うもの。

条　　例
◎二本松市一般会計補正予算
　普通交付税本算定結果による歳入の
補正、前年度繰越金確定による健全財
政運営を図るための措置、福島定住等
緊急支援交付金の活用を予定した屋内
子ども遊び場拡張事業及び屋内市民プ
ール整備事業に関する措置、災害復旧
に要する措置などを主として計上した
もので、現計予算の総額に歳入歳出そ
れぞれ20億6,919万円を追加し、予算
総額を537億876万円としたもの。
（歳出の主なもの）
○総務費
・決算剰余金による財政調整基金積立
金の増 570,000千円
・名目津温泉駐車場整備事業の増
 8,666千円
○民生費
・屋内遊び場拡張事業の増
 221,047千円
・ふくしま保育元気アップ緊急支援事
業による民間保育所事業補助の増
 6,411千円
○衛生費
・生活用水確保対策・井戸ボーリング
補助の増 3,600千円
・住宅除染仮置場賃借料の増
 7,000千円
○農林水産業費
・畜産原発事故対策事業の増 
 29,244千円
・農業用施設整備・沖地区水路工事等
の増 13,000千円
○土木費
・道路維持補修経費の増 32,000千円
・除雪対策費の増 10,000千円
・屋内市民プール整備に係る霞ヶ城公
園拡張用地取得の増 130,031千円
○消防費
・消防屯所改築事業の増 25,730千円
○教育費
・二本松第一中学校エレベーター整備
事業の増 44,053千円

補正予算
・屋内市民プール整備事業・実施設計
費の増 80,079千円

○災害復旧費
・市道除染業務委託量の増
 175,000千円
・７月27日豪雨に係る公共土木施設現
年災害復旧費事業の増 107,000千円

（歳入の主なもの）
○地方特例交付金の減額 △198千円
○普通交付税の増額 95,268千円
○前年度繰越金の増額 1,387,500千円
◎二本松市国民健康保険特別会計補正
予算

　前年度繰越金の確定により補正した
もの。
◎二本松市後期高齢者医療特別会計補
正予算

　前年度繰越金の確定による広域連合
納付金等の精算措置。
◎二本松市介護保険特別会計補正予算
　保険事業勘定及び介護サービス事業
勘定とも前年度繰越金が確定したこと
による補正措置。
◎二本松市公設地方卸売市場特別会計
補正予算

◎二本松市岩代簡易水道事業特別会計
補正予算

◎二本松市安達下水道事業特別会計補
正予算

◎二本松市岩代下水道事業特別会計補
正予算

◎二本松市水道事業会計補正予算
◎二本松市下水道事業会計補正予算

◎財産の取得
　安達ヶ原ふるさと村ふるさと村公園
遊具購入
◎人権擁護委員候補者の推薦
　渡邊泰子さん（矢ノ戸・再任）、渡邊
一郎さん（本町・再任）を適任者と認
め推薦しました。

その他
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○市長提出議案とその審議結果
議案番号 件　　　　　　　名 結　果

第 73 号 専決処分の承認を求めることについて
（二本松市平成25年8月5日豪雨による被災者に対する市民税等の減免に関する条例制定について） 原案承認

第 74 号 平成24年度二本松市一般会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
第 75 号 平成24年度二本松市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
第 76 号 平成24年度二本松市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
第 77 号 平成24年度二本松市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
第 78 号 平成24年度二本松市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
第 79 号 平成24年度二本松市公設地方卸売市場特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
第 80 号 平成24年度二本松市工業団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
第 81 号 平成24年度二本松市佐勢ノ宮住宅団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
第 82 号 平成24年度二本松市安達簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
第 83 号 平成24年度二本松市岩代簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
第 84 号 平成24年度二本松市東和簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
第 85 号 平成24年度二本松市安達下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
第 86 号 平成24年度二本松市岩代下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
第 87 号 平成24年度二本松市茂原財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
第 88 号 平成24年度二本松市田沢財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
第 89 号 平成24年度二本松市石平財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
第 90 号 平成24年度二本松市針道財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
第 91 号 平成24年度二本松市工業団地造成事業会計決算の認定について 原案認定
第 92 号 平成24年度二本松市宅地造成事業会計決算の認定について 原案認定

第 93 号 平成24年度二本松市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定について 原案可決
及び認定

第 94 号 平成24年度二本松市下水道事業会計決算の認定について 原案認定
第 95 号 二本松市税特別措置条例及び二本松市営住宅管理条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
第 96 号 延滞金等の割合に係る特例基準等を整備するための関係条例の整備に関する条例制定について 原案可決
第 97 号 二本松市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
第 98 号 二本松市保育所条例等の一部を改正する条例制定について 原案可決
第 99 号 二本松市立学校屋外運動場夜間照明設備使用料条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
第100号 二本松市水道条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
第101号 財産の取得について 原案可決
第102号 平成25年度二本松市一般会計補正予算 原案可決
第103号 平成25年度二本松市国民健康保険特別会計補正予算 原案可決
第104号 平成25年度二本松市後期高齢者医療特別会計補正予算 原案可決
第105号 平成25年度二本松市介護保険特別会計補正予算 原案可決
第106号 平成25年度二本松市公設地方卸売市場特別会計補正予算 原案可決
第107号 平成25年度二本松市工業団地造成事業特別会計補正予算 原案可決
第108号 平成25年度二本松市安達下水道事業特別会計補正予算 原案可決
第109号 平成25年度二本松市水道事業会計補正予算 原案可決
第110号 二本松市職員の給与の臨時特例に関する条例制定について 否　　決

○議員提出議案とその審議結果
議案番号 件　　　　　　　名 結　果
第８号 ＴＰＰ交渉からの撤退を国に求める意見書の提出について 原案可決
第９号 ホテル・旅館等建築物の耐震化の促進に関する意見書の提出について 原案可決

第 10 号 東京電力福島第一原子力発電所事故により発生した損害賠償請求権につき３年の消滅時効の
適用を排除する立法措置を求める意見書の提出について 原案可決

第 11 号 非常事態となっている福島第一原発の汚染水問題について、国が全責任を持つ体制の確立を
求める意見書の提出について 原案可決

第 12 号 森林除染の推進を求める意見書の提出について 原案可決

○請願とその審議結果
受理番号 件　　　　　　　名 結　果
第２号 ＴＰＰ交渉からの撤退を要求する請願 採　　択
第３号 耐震改修促進法改正に伴う意見書の提出を求める請願 採　　択
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平成24年度各会計決算を認定
　平成24年度の一般会計、特別会計及び企業会計決算は、第７回市議会９月定例会に上程され、９月９日に議
長及び議会選出の監査委員を除く23人の委員をもって構成する決算審査特別委員会を設置し、堀籠新一委員
長、熊田義春副委員長のもと、18日から24日の４日間にわたって決算審査を行いました。
　地方の財政環境が一段と厳しさを増し、原発事故に係る除染事業が本格化する状況の中、委員会の審査では
24年度の行財政運営の実績や各施策の効果などについて活発な議論を交わし、全会計の決算を認定しました。

決算審査特別委員会

決算審査の概要決算審査の概要
一般会計決算

【歳　入】
問　入湯税は震災でどうなったのか。昨年度との比
較は。
答　平成24年度は20万5千人、平成23年度の16万2千
人からは増となっているが、震災前平成22年度の
27万8千人の水準までは回復していない。

【歳　出】
　　総 務 費
問　地域づくり推進事業の、実施地区及び内容は。
答　市内各地域から80件の申請があり、文化伝承、
防災・防犯、交通安全、環境整備、まちおこし等
各地区で決定した内容で実施された。
問　契約検査事務で、入札不調の件数、内容及び事
後の対応は。
答　入札不調は、入札218件中44件で約20％。事後
の対応は、設計内容の見直しや、入札方法の検討
等を行い対応している。
問　生活路線バスの維持対策内容及びコミュニティ
バス運行との連携は。

答　福島交通13路線への運行補助を行い、コミュニ
ティバスは、民間路線との連携ができるようダイ
ヤ調整を検討中。
　　民 生 費
問　温泉等保養健康増進事業の利用状況は。
答　対象者11,856人に、利用券（2,500円）２枚を配
付。利用率は、59%。
問　ようたすカーの利用状況は。
答　年間利用者数、延べ10,952名。245日稼働で１日
当たり45名の利用。
問　シルバー人材センターへの補助金があるが、人
材センター登録人数と事業規模は。
答　525人登録で、2億957万円の事業。
　　衛 生 費
問　河川水質検査事業での各河川の汚染状況は。
答　21河川で９項目の検査を実施。全ての河川で大

腸菌類の数が減らない。なお、放射能汚染は実施
していないため今後検討する。

問　酸性雪検査とあるが内容は。PM2.5との関係は。
答　基準値（PH5.6）内であり本市は酸性雪ではな
い。なお、PM2.5については庁舎敷地内での測定
値を市ウェブサイトで公開している。

　　農林水産業費
問　畑作放棄地再生事業の対象となった面積は。
答　11,880㎡。約1.2ヘクタールで主に二本松地域。
問　水田原発事故対策事業での除染工程と除染効果
確認方法は。

答　工程は、サンプル採取、深耕、整地、再サンプ
ル採取を行った。効果確認は、地上１ｍ、１㎝、
土中を作業前後で測定した。内容の照会にも応じ
ている。

　　商 工 費
問　日本一の桜の郷推進事業の内容は。
答　平成21年度から開始し、12,109本を植樹。年２
回植樹講習も行った。今後も桜の郷づくりとして
継続したい。

　　土 木 費
問　住宅復旧資金助成事業の実績は。今後も事業継
続されるのか。

答　申請件数980件のうち882件が対象となった。事
業費8,270万円で上限額は20万円。本事業は平成23
年度事業を一部平成24年度に繰り越したもので、
事業の継続はない。

問　向原上竹線整備事業の進捗状況は。
答　順調に推移。26年度工事完了を見込んでいる。
問　安達駅周辺整備事業の進捗状況は。
答　用地買収もほぼ完了し、27年度全体完了予定。
問　除雪対策費で除雪機械リースがあるが、除雪機
械の台数と稼働率は。

答　リース機械は46台。岳地区で32回出動し稼働率
27％。他地区は出動10回程度で稼働率10％。

　　消 防 費
問　消防屯所の更新基準は。
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答　市内に102カ所の消防屯所があり、建築後50年
程度を目安に更新している。

問　防災対策での備蓄用品の購入内容は。
答　アルファー米・水を18,000食（本）。他に各住民
センターに発電機、各学校に無線機を整備。

　　教 育 費
問　小・中学校の耐震化率は。
答　平成24年度末現在で91.9％。25年度実施分で耐
震化率100％となる。

問　学力向上特別対策事業の内容は。
答　宮城教育大学から年２回派遣を受け、モデル授
業や研修を行った。また、先進他市への教師派遣
や新たな教材の導入などを行った。

　　国民健康保険特別会計
問　震災に係る免除等の状況は。

答　305世帯、620人分が震災免除となった。
　　安達・岩代・東和簡易水道事業特別会計
問　原子力損害賠償金の内容は。
答　飲料水のモニタリングに係る薬品代等実費費用
が対象。

　　水道事業会計
問　使用水量で、仮設住宅・学校プールが増え、工
業用水が減少とのことだが内容は。
答　利用料金で、仮設住宅分が700万円、学校プー
ル分が250万円増加し、工業用水分が550万円減額
となった。
　　下水道事業会計
問　区域外接続受益者分担金があるが、接続者は何
名か。
答　岳地区で１名。配管等も受益者が設置費を負担。

区 　 分 国民健康保険 後期高齢者
医 療

介護保険 土地取得 公設地方
卸売市場

工業団地
造成事業事業勘定 直診勘定 保険事業勘定 介護サービス事業勘定

歳 　 入 6,735,416 123,339 506,782 4,736,929 22,007 87,196 7,435 281,603
歳 　 出 6,288,589 121,373 504,888 4,631,788 9,543 87,196 5,064 281,603
翌年度へ繰り越すべき財源 0 0 0 0 0 0 0 0
実質収支額 446,827 1,966 1,894 105,141 12,464 0 2,371 0

特別委員会報告

特別会計決算

 企業会計決算

区　 分 佐勢ノ宮住宅
団地造成事業

安達簡易
水道事業

岩代簡易
水道事業

東和簡易
水道事業

安達下水
道 事 業

岩代下水
道 事 業

茂　 原
財 産 区

田　 沢
財 産 区

石　 平
財 産 区

針　 道
財 産 区

歳　 入 675 30,390 129,324 189,049 207,170 64,189 1,462 278 2,917 93
歳　 出 675 30,319 129,263 189,049 207,170 64,180 1,180 214 2,821 92
翌年度へ繰り越すべき財源 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
実質収支額 0 71 61 0 0 9 282 64 96 1

区　　　　分 工業団地造成事業 宅地造成事業 水道事業 下水道事業

収　 益　 的 収　　入 0 0 947,067 651,440
支　　出 － － 844,610 646,548

資　 本　 的 収　　入 － － 352,827 222,638
支　　出 － － 692,135 463,784

企業会計決算 

一般会計決算

歳　入 歳　出

歳入決算額
38,311,536千円

歳出決算額
35,765,135千円

市 税
5,903,437千円

15.4%
地方譲与税
461,664千円

1.2%

総務費
3,997,341千円

11.2%

民生費
6,360,220千円

17.8%

衛生費
7,712,303千円

21.5%
農林水産業費
4,011,155千円

11.2%
商工費

1,508,956千円
4.2%

土木費
3,103,529千円

8.7%

教育費
3,135,982千円

8.8%

災害復旧費
1,765,974千円

4.9%

公債費
2,880,894千円

8.1%

その他
1,288,781千円

3.6%

地方交付税
10,663,676千円

27.8%

国庫支出金
3,353,255千円

8.8%

県支出金
10,040,388千円

26.2%

市 債
2,507,032千円

6.5%

その他
4,670,636 千円

12.2%

交付金
711,448千円

1.9%

（単位：千円）

（単位：千円）

特別会計決算 



机上審査の様子

現地調査の様子（８月豪雨被災箇所）
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常任委員会の審査報告

市民産業常任委員会

常任委員会報告

総務常任委員会

一般会計補正予算・職員給与臨時特例条例について

二本松市一般会計補正予算について

問　名目津温泉の当初の１日当たり利用計画人数に
比べ、現在の１日当たりの実利用人数は、どのく
らい増えているのか。また、利用人数によって増
やそうとしている駐車場の台数は何台か。
答　当初は１日当たり42人で見込んでいたが、現在
の実利用人数は当初計画人数の２倍となっている。
駐車場は10台程度の増を計画している。
問　国が定めた法律の附則第12条は、地方公共団体
において自主的かつ適切に対応されるものとする
という内容であるため、市町村の判断で給与の減
額をしなくても良いのではないか。
答　あくまでも法律の趣旨を踏まえ、国からの要請
もあり、その要請に基づき市で判断して条例を提
案したものである。
問　職員数が大幅に減少している中で、今回の給与
の減額を実施すると、職員の士気の低下を招くの

問　消防屯所建築工事の入札不調については、単価
以外の要因があるのか。
答　市内の建設業者の抱える業務量が多いことも事
実であるが、今回の入札不調の要因は、労務単価
や資材等の高騰による金額面での不調であったと
捉えている。
問　除染にかかる仮置き場の箇所数と借上料の総額
は。
答　民有地借上げ分については、24年度決算で108
箇所で、354万1,604円となっている。また、25年
度で、住宅除染に伴う仮置き場の確保に取り組ま
れている行政区が、二本松地域18、安達地域19、
岩代地域17、東和地域14の合わせて68行政区あり、
さらに仮置き場の箇所数の増加が見込まれる状況
である。
問　畜産原発事故対策事業で、24年度の除草分を東
電へ賠償請求をして支払を受けていた団体であっ
ても、25年度分についてこの事業を利用すること

ではないか。
答　合併後153名の職員を削減しており、東日本大
震災や原発事故により市の業務は増大しているが、
国の厳しい財政状況や東日本大震災に対処する必
要性から、法律の趣旨等を踏まえ、総合的な観点
から判断した。

は可能か。
答　基本的には25年度分の草地保全事業であり、除
外される理由はないと考えている。

問　公設市場特別会計の予備費留保を行う補正予算
であるが、今後活用の予定はあるか。

答　市場施設は大変老朽化しており、年間を通じて
修繕費がかかっているため、万一のための留保と
考えている。また、11月に開催を予定している市
場祭りの経費にも留保したいと考えている。
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建設水道常任委員会

文教福祉常任委員会

常任委員会報告

二本松市一般会計補正予算について

二本松市一般会計補正予算について

　９月９日に付託された各議案は、９月12日～17日にかけて、各常任委員会で詳細な審査が行わ
れ、最終日25日の本会議で、各常任委員長から審査の経過と結果が報告されました。
　各常任委員長から報告された審査の主な状況をお知らせします。

問　屋内プール用地は、これまで防災用地として利
用されていたとのことだが、取得したのち防災的
に問題はないのか。

答　昭和57年から防災用地として市が借上げてきた
が、鯉川の河川改修が進んだ状況であり、取得予
定地の上部には調整池が２箇所ある。これまでの
豪雨等に対しても、溢れたことがないため、防災
的に問題はないと考えている。

問　民間木造住宅耐震改修支援事業は、何件申込み
があったのか。

答　耐震改修助成制度は、まず、耐震診断を実施し
ていただく必要があり、平成21年度から24年度ま
でに耐震診断を実施し、その結果、耐震改修を必
要とする方のうち、５名の方から申込みたいとの
意思表示があった。

問　安達簡易水道事業を二本松市上水道事業へ統合
することにより、料金体系の見直しはいつ頃にな
ると考えているのか。

問　新設される「いわしろさくら子ども園」の名称
が決定されるまでの経緯について。

答　統合する３施設からの保護者の代表３名ずつと、
各施設の園長及び所長の合計12名により名称を検
討してもらい、各施設から提案された名称案を基
に協議していただいた中で、「いわしろさくら子
ども園」に対する賛成意見が一番多かったことか
ら決定に至った。

問　安達中学校の夜間照明設備使用料が安達運動場
とは違うが、料金設定の根拠は。

答　今回は、学校施設内の夜間照明設備であること
から、市内で同等の夜間照明設備を持つ二本松南
小学校と同額の料金設定とした。

答　今のところ、今年度発注するアセットマネジメ
ントの結果や消費税の税率引き上げ等の動向を見
極め、財政計画を整理し、現時点の見込みでは、
平成27年度から料金見直しを検討していくことに
なるかと思う。

豪雨災害箇所の現地調査の様子

二本松第一中学校の昇降装置整備について
説明を受ける様子



一 般 質 問一 般 質 問

［発言順］

　９月定例会の一般質問は、９月９日から12日の４日間にわたり18人の議員
が登壇し、活発な議論が展開されました。
　主な質問について、各議員から寄せられた原稿を原文のまま掲載します。

一般質問8

❶①事業を断念した空き店舗の活
用は。
②今後の街のあり方は。
❷農業で生活ができるための方策
は。

❶①多くが住居併用となっており、
貸し借りが困難。建物の改修
費や借上料にかかる補助事業
の利用は、ここ数年ない。
②街になくてはならない商店街
として位置づけ、来街者のニ
ーズに応えるための商店街事
業、商業者・住民が一体とな
って取り組むまちづくり事業
を市として積極的に支援して
いく。

❷品質向上のための施設化・機械
化の推進、販売の多様化・高付
加価値化の促進を図り、収益向
上を進める。

深　谷　勇　吉
［真 誠 会］

❶街の活性化について
❷農業の振興について

問 答

問 答
❶①災害復旧工事の見通しは。

②小浜川早期復旧・改修と各種
計画について。

❷①これまでの経過と課題スケジ
ュールについて。

②場所の選定と25メートルプー
ルにした理由は。

❶①農林業関係については激甚災
害の指定を受けた。公共土木
施設災害復旧工事については
26年度復旧工事完了を目指す。
②小浜川の川づくりと小浜地区
のまちづくりを一体として進
める。小浜地区の活力ある安
心安全のまちづくりを目指す。

❷①平成26年度に造成工事、建築
工事、平成27年度中の完成を
目指す。
②維持管理経費が多くなること
から25メートルプールとした。

本　多　勝　実
［市政刷新会議］

❶豪雨災害復旧と防災計画の見
直しについて

❷市民プール（屋内・温水）建
設について

秋の収穫作業



一般質問 9

問

問

答

答

❶①市内各小中学校の調理設備の
整備状況は、どうなっている
か。

②川崎小学校の調理設備が今ま
で整備されてこなかったのは
なぜか。

❷転換する場合の補助について、
一般住宅と同じ補助はできない
か。

❶①小中学校の家庭科室、調理室
等に調理設備の無い学校は、
川崎小学校のみである。

② 現在の学校建築当初より、理
科室と家庭科の調理室を兼ね
て使用できる机を導入し活用
してきた。現在支障なく行っ
ているが衛生面、理科薬品の
心配などがあり今後は独立し
た特別教室として整備すべき
と考えている。

❷本事業の趣旨に鑑み、県合併処
理浄化槽普及促進協議会を通じ、
県に対して財政措置を要望して
いく。

安　斎　政　保
［市 政 会］

❶家庭科室の調理設備について
❷集会施設に対する合併浄化槽
設置について

問 答

❶①８月５日の豪雨被害状況は。
②産業部所管の被害状況は。
③建設部所管の被害状況は。

❷①川俣町山木屋地区と隣接して
いる地域の早期の除染対応は
できないか伺う。
②除染対策後に豪雨災害に被災
された場合の対応策は。

❶生活保護給付状況は（平成23年
度から25年度世帯数、給付額）。

❷①平成22年度から平成25年度現
在の人口は（各年度４月１日
現在）。

②何が原因と考えているのか。

❶①岩代地域を中心とした被害箇
所数は1,080件である。

②農業施設や水田等で1,407箇
所、被害額は3億9,200万円で
ある。

③道路・河川・橋梁で691箇所、
被害額は13億973万円である。

❷①第６期に発注を予定している
が、当該地域の住宅除染に入
る際には、地域内での優先順
位等で検討する。

②土壌等が住宅に流入した際の
除去や洗浄は交付金対象とな
らず、除染としての対応は難
しい。

❶23年度307世帯、445人、扶助費
総額5億7,881万円。24年度309世
帯、438人、扶助費総額6億340
万円。25年度７月末で298世帯、
418人、支給額1億5,065万円。
❷①22年度59,925人､ 23年度59,466

人、24年度58,020人、25年度
57,087人。

②東日本大震災後の23年度以降
減少が多く、少子高齢化、過
疎化の影響もあるが、原子力
発電所事故に伴う放射能災害
の影響も小さくないと考えて
いる。

堀　籠　新　一
［真 誠 会］

熊　田　義　春
［市 政 会］

❶豪雨災害について
❷除染計画について

❶市民生活支援について
❷人口減少について

豪雨により寸断された市道

川崎小学校



一般質問10

問 答

❶①９月の法施行に当たり､ 地域社
会でいじめ根絶への取り組みは。
②「二本松市いじめ防止基本方針」
と各学校での同方針の策定は。
③「いじめ防止対策推進法」につ
いての教育委員会の見解は。

❷①緊急時の対応マニュアル作成は。

②医者､学校､家庭の連携体制は。
③校長を含む全教職員の研修は。

④08年ガイドライン策定以降、事
故などの事例はあったのか。
⑤緊急時に迅速な対応ができる
「子供安心カード」の導入を。

平　栗　征　雄
［市政刷新会議］

❶根柄山地域開発について
❷安達駅周辺の安全及び防犯管
理体制について

問 答

❶①未開通となっている太郎田～
川前区間の復旧の展望は。

②被害農地復旧に向けた市独自
の助成対策は検討しているの
か。

❷①特別措置法に定められている
「鳥獣被害対策実施隊」設置
に向けたその後の検討状況は。

②有害鳥獣対策資材購入費補助
事業の直近での進捗状況は。

小　林　　　均
［公　明　党］

❶「いじめ防止対策推進法」の
制定について

❷学校給食のアレルギー事故防
止と ｢子供安心カード｣ につ
いて

❶①浪江町からの450戸の災害復
興住宅建設要望に対する市の
考えは。
②文化財センター安達館建設は、
今後も変わりなく要望してい
くか。

❷①児童生徒への道徳観、倫理観
はどう教育しているのか。
②安達駅も夜間は無人駅になり、
い集問題や深夜徘徊問題が生
じている。犯罪抑止、事件解
決のためにも防犯カメラの設
置をお願いしたい。どう考え
ているか。

❶①道路復旧に先行して治山事業
を優先する必要がある。福島
県は地権者からの保安林指定
同意を経て事業を実施する考
えである。
②激甚災害に指定されたことも
あり、他の被災者との均衡上、
難しいと判断している。

❷①捕獲隊員の中から非常勤特別
職の専門員を委嘱し､ 現行の
捕獲隊と実施隊の並立方式を
目指す。
②８月末現在､ 申請49件面積9.7
ha、前年度末実績、申請26件
面積5.7haを大きく上回ってい
る。

❶①日頃より対策は講じているが、
更に地域全体での防止に努める。
②本市基本方針とともに、各学校
の実態に応じた方針を策定する。
③警察への通報や加害側の子ども
の出席停止処分も必要と考える。

❷①小・中学校では既に作成してい
る。
②連絡・相談できる体制である。
③25年度内には全ての学校で全教
職員の研修を実施する予定。
④今年８月に保育所で事故が１件
発生、大事には至らなかった。
⑤子ども安心カードの導入を検討。

❶①浪江町では、住民意向調査を
実施した。市内に約2600人が
生活している。今後、市と浪
江町、県、復興庁で協議・決
定していく。
②今後とも県教育庁、関係機関
と協議を進め、施設建設につ
いて強く要望していく。

❷①道徳の授業を中心として、教
育活動を通して指導し、生命
を尊重する心を育てたい。
②人口増加に伴い、様々な問題
が生じている。防犯カメラの
設置については、検討課題と
したい。

菅　野　寿　雄
［市　政　会］

❶豪雨災害の対策について
❷有害獣対策について

問 答
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❶災害公営住宅整備の基本的内容
は。

❷空き家等に関わる苦情要望等は
あるのか。また、苦情要望等に
かかる市の対応策の内容は。

❶①ゾーン別の入場者数。
②各施設の今後の活用は。
③今後スカイピア全体をどのよ
うに活用していくのか。

❷消防屯所新築の設計図を各屯所
で共有して新築単価を抑えられ
ないか。

❶①温泉保養館は23年度96,544人、
24年度122,543人と増加してい
る。

②ＳＬ列車など老朽化しており
再利用は考えていない。

③温泉保養館と豊かな森林資源
を活用していく。

❷団員の数、消防車両の大きさ、
土地の形状などがあり、個々の
設計が必要。

野　地　久　夫
［市政刷新会議］

佐　藤　公　伯
［真　誠　会］

❶災害公営住宅建設について
❷老朽空き家対策について

❶スカイピアあだたらの利活用
について

❷消防屯所の設計図の共有につ
いて

問

問

答

答

問 答
❶仮置き場の設置状況と市道・農
道や公共施設の除染状況は。

❷①全市民対象の内部被ばく調査
の状況は。

②市民の長期的継続的健康管理
にどう取り組むのか。

❶仮置き場は、今年８月末で181
箇所が確保されている。市道の
除染は、環境放射線量が高く仮
置き場が確保された地域から進
めており、除染実施延長は319.9
㎞である。公共施設は、市の除
染計画に基づき実施している。

❷①複数の技師が確保できたこと
から、２台の測定器をフル稼
働させ、全市民の測定を早期
に進めていく。

②市民の健康管理システムの構
築を検討する。

髙　橋　正　弘
［あぶくま会］

❶市道や公共施設の除染対策に
ついて

❷放射線量と健康対策について

老朽化した空き家

❶災害公営住宅は県営住宅として
安達地区の根柄山に整備予定で、
３～５階建集合住宅、２～３Ｌ
ＤＫ、56～75㎡程度で70戸予定、
本年度設計、26年度敷地造成建
築に着手、27年度入居予定であ
る。
❷本年度、防犯や環境保全に関わ
る連絡苦情等は５件、空き地管
理に関わる苦情が４件寄せられ
ている。連絡者から聞き取りや
現地調査、登記簿調査等して、
所有者や管理者が特定した場合
は、文書により適正管理の依頼
文を送付している。

市内に設置された仮置き場

スカイピアあだたら温泉保養館
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問 答

問 答

12 一般質問

❶①住宅除染の進捗状況は。
②公園や不特定多数の人が出入
りする神社仏閣などの除染は。

❷①プール設置場所選定の決め手
は。
②規模と設備及び加温熱源方法
は。
③災害や事故等に対する備えと
管理体制は。

佐　藤　源　市
［あぶくま会］

❶放射性汚染物質減容化と焼却
施設の取り組みについて

❷生産物食糧放射能検査の実態
と測定器について

❶介護保険の見直しは、「要支援
者は介護保険から外す」「地域
支援事業にする」等の内容。そ
こで、該当する高齢者の数と、
要支援者を市町村の「地域支援
事業」にし、国の責任をなくし
ていくことへの当局の見解は。
❷市や教育委員会が新たな事業を
提案する際、生徒と一番向き合
っている一般の先生方の声を聞
いて実施されているか。
「市の役割は、学校の条件整備
にこそ力を入れるべき」ゆとり
をもたせるべきと考えるが教育
長の見解は。

佐　藤　　　有
［真　誠　会］

❶除染について
❷屋内プールについて

❶除染による汚染物質の実態と減
容化への焼却炉建設の時期及び
場所の選定は。
❷①放射能検査の実態は。
②放射能測定検査の簡素化及び
少量生産物の再利用を図るた
めの非破壊式測定器の導入が
必要と思われるが。

❶要支援１・２の認定を受けてい
る方は518名、うち何らかの介
護予防サービスを受けている人
は304名。
公費負担の増額を含めた改善要
望を国・県へ行っている。

❷新たな行事を実施する際は、小
中学校長会と事前協議を行い、
趣旨を説明し各学校の理解を得
て実施している。
各学校の意向も踏まえ、学校生
活の充実と発展に資する体験的
な活動を中心に実施していく。

❶①発注は８月末現在10,581件、
完了は7,520件、率で38.5％。
②昨年からの繰越しで21箇所実
施、住宅除染を優先｡ その後
実施。

❷①検討委員会の報告に基づき、
運動施設の管理運営上、決定
した。
②25ｍ、８コース、ウォーター
スライダー付き幼児プール。
灯油温水ボイラーを主にバイ
オエネルギーも整備する。
③防災用地だったが、現在まで
災害もなく不安はないと判断
するが、防災安全対策も考慮
したい。

❶住宅除染等に伴う枝木等可燃物
約5,300ｔ、農林廃棄物約1,500ｔ｡
枝木等をチップ化し一時保管場
所を設置する。また可燃廃棄物
の焼却場は必要不可欠であり、
市単独あるいは安達地方で候補
地を調査する。
❷①市では７月末現在で27,000件
の簡易検査を実施。今後も続
ける。
②非破壊式測定器は福島市の測
定施設に１台あり、食品を細
かく切り刻むことなく短時間
で測定できる。今後各メーカ
ーの開発状況を注視し、導入
を検討する。

平　　　敏　子
［日本共産党二本松市議団］

❶介護保険制度について
❷教育の充実について

食品をそのまま測定できる機器の導入を

屋内プール建設が計画されている土地
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13一般質問

❶前期計画が遅れている原因と進
捗率は。前期計画完了時の給水
人口は。後期計画の策定時期と
着工はいつごろになる予定か。

❷日本産科婦人科学会に対しての
市の要望活動の経過と結果は。
社会保険二本松病院へ、市営院
内助産所を設置できないか。

❶①市道復旧に市民が自主的に取
組み生活道路の通行確保がさ
れた。重機の燃料代等を市で
負担できないか。これを機に
制度創設の考えは。

②小浜川の河川改修は、街づく
りの視点を取り入れつつ住民
合意を基本として進めるべき
では。

❷今年４月以降、産科は休診し婦
人科だけの診療形態である。現
在婦人科は週２回の診療で、外
来も病棟もないのが実態である。
再開は本当にあるのか。見通し
は。

❶①市は建設協会と管工事組合と
の間に「災害時の応急対策業
務の支援協定」を締結し、災
害に対応している。復旧業務
は危険性もあり、熟練した従
事者が望ましいことから、燃
料代の市費負担と制度創設は
考えていない。

②川づくりと街づくりを一体と
した河川改修事業を推進して
いく。

❷国や県等に医師確保の要望活動
を続け、病院は各大学に派遣依
頼しているが目処は立っていな
い。早期再開に向け病院と活動
していく。

安　部　匡　俊
［あぶくま会］

菅　野　　　明
［日本共産党二本松市議団］

❶東和簡易水道拡張事業の未普
及地域解消事業について

❷社会保険二本松病院産科医の
招致について

❶８月５日豪雨災害の対応につ
いて

❷社会保険二本松病院について

❶①１年間で太陽光発電等の発電
量は原発３基分に相当し、国
が認定した容量は原発20基分。
一層普及させるために発電用
地の固定資産税評価の優遇策
を。

②太陽光パネル償却資産の税負
担の優遇策は。

❷平成24年、25年の入札不調の件
数とその理由は。

❶①該当する土地の状況、他の類
似する土地とのバランスを考
慮し、土地の価格に及ぼす影
響率（宅地との比較）の調整
により行う。

②固定価格買取制度で認定を受
けた設備は３年間、価格を３
分の２に軽減する。

❷平成24年度218件中44件、20％。
25年度８月末現在90件中26件で
29％。東日本大震災以降の災害、
除染事業など受注量の増大、労
務単価の上昇、設計単価の乖離
等が影響している。

斎　藤　広　二
［日本共産党二本松市議団］

❶太陽光発電設備設置の固定資
産税の取り扱いについて

❷公共事業の入札状況について

❶単年度の事業費が大きくなり、
事業年度を延ばした。50.2％で
ある。現在認可における完了時
は4,965人となっている。現在
前期計画に取り組んでおり、少
しでも前倒ししたい。前期完了
は32年度を予定。その後取り組
むことで検討したい。
❷国や厚労大臣等に要望活動を続
けてきた。今後も学会へ要望活
動を継続する。
院内助産所については、病院の
中で産科医師確保と一体となっ
て検討される事が最善と考えら
れる。
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問 答
❶二本松市は平成17年に合併して
24年までに5,619人減少し、一向
に歯止めがかからない。同期間
で本宮市は545人しか減少して
おらず、大玉村は45人増加とな
っている。本市の現在までの取
り組み状況と今後の対策につい
て伺う。
❷今まで慎重な態度をとってきた
が、議会にも市幹部にも説明し
ないまま、直接史跡保存会の総
会や地元商店会に、大手門整備
を進める旨の話をしたと聞いた
が本当か。今後の対応について
伺う。

❶子育て支援、教育の充実、働く
場の確保、雇用の安定、定住促
進のための低価格帯の優良な宅
地・住宅の提供が必要。今年度
から、新婚世帯家賃助成金支給
事業、定住促進奨励金支給事業
を開始した。

❷大手門整備を進めることとした。
まず、教育委員会において、復
元に向けた位置、規模、構造を
特定するため、差図、絵図面、
写真等の文献収集を行い、その
うえで県・文化庁との協議を進
める。

新　野　　　洋
［市政刷新会議］

❶人口減少及び少子高齢化対策
について

❷大手門整備と中心市街地活性
化について　

９月定例会賛否一覧　※これ以外の案件等は全会一致で可決・採択されています。
議員名

議案等名

議決
結果 賛成：反対
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議案第74号　平成24年度二本松市一般会
計歳入歳出決算の認定について

原案
認定 21：３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第75号　平成24年度二本松市国民健
康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

原案
認定 21：３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第76号　平成24年度二本松市後期高
齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

原案
認定 21：３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第77号　平成24年度二本松市介護保
険特別会計歳入歳出決算の認定について

原案
認定 21：３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第110号　二本松市職員の給与の臨
時特例に関する条例制定について 否決 11：13 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ○ ● ○ ● ● ●

請願第２号　ＴＰＰ交渉からの撤退を要
求する請願 採択 13：11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ○ ●

請願第３号　耐震改修促進法改正に伴う
意見書の提出を求める請願 採択 15：９ ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

※○は賛成、●は反対。
※議長（斎藤賢一）は採決に加わっていません。

議案第110号　二本松市職員の給与の
臨時特例に関する条例制定について　

菅野　寿雄　議員
　今回の職員給与削減議案は、国が
１億２千万円もの地方交付税を一方
的に減額し、併せて自治体に対して
職員給与の削減を要請したことに起
因するものである。
　市は、削減された人件費相当額の
うち半年間分は既に自らの財源で給
与を支給しており、残り半年間につ
いてのみ給与の削減を行おうとする
ものであることから、この提案は市
民の多くの方々に理解されるものと
考える。
　私たち市政会は、以上の立場から
議案に賛成する。　　

議案74号　平成24年度二本松市一般会計歳入歳出
決算の認定について
議案第75号　平成24年度二本松市国民健康保険特
別会計歳入歳出決算の認定について
議案第76号　平成24年度二本松市後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第77号　平成24年度二本松市介護保険特別会
計歳入歳出決算の認定について

菅野明　議員
一般会計では、市民税の均等割が1人当たり500円

引上げられたこと。「子ども手当」は無くなり、年少
扶養控除が廃止され子育て世帯に負担増だけが残っ
たこと。国保会計では、毎年引上げとなる国保税の
負担は限界、「国の負担を増やし負担能力に応じた制
度にすること」。また、後期高齢者医療・介護保険
会計では「各会計に占める国の負担を抜本的に引上
げるべき」とそれぞれ求めてきたので反対する。　

議案第110号　二本松市職員の給与の
臨時特例に関する条例制定について

本多　勝実　議員
　今回の給与改正条例は、国の要請
と県の動きに準拠して行う単なる一
律の給与削減で、市の独自性がな
い。単なる一律の給与削減では、大
震災や豪雨災害からの復興に取り組
む職員の士気の低下や、地元経済へ
の影響が心配される。
　二本松市は独自改革を進めてきた
自治体であるので、職員や市民を交
えてしっかり中身を検討し、二本松
市に真に必要な改革を進めるべきで
ある。

反対

反対

9月定例会での討論



行政視察報告

常任委員会の行政視察報告
総 務 常 任 委 員 会

建設水道常任委員会

「助産所とうみ」について説明を受ける様子

札幌市での行政視察の様子

15

総務常任委員会では、７月29日から31日までの日程で
長野県東御市、諏訪市、伊那市を視察しました。
東御市では、「地域医療事業」について視察しました。
お産のできる診療所や病院が一つもない状況が20年近

くも続いていた東御市では、安心して「お産のできるま
ち」をつくるため、平成22年４月に「助産所とうみ」を
開設しました。
この助産所は、お産のときを含めて入院から退院まで

全て同じ部屋で過ごすことができるのが特徴で、産科医
は隣接する市民病院に常駐し、12名の助産師と１名の看
護助手によって運営されており、開設以来、現在まで
470件、年間約150件の出産を取扱っております。
当市においても「社会保険二本松病院」が今年４月か

ら産科が休診状態で、市内で唯一出産できる医療機関が
なくなっている現状であり、早急な産科の再開を強く感
じました。
諏訪市では、「防災行政事業」について視察しました。
市民への情報提供の手段として、防災行政無線放送の

内容を「防災メール配信サービス」として携帯電話やパ
ソコンに配信していますが、携帯電話やパソコンのない
一般家庭への配信方法として、市独自にケーブルテレビ
を導入し、市の行政チャンネルで防災行政無線放送の内
容をテレビに文字で表示させ、市内のほぼ100％近い世
帯が導入しております。

この防災メール配信サービスは平成21年の導入以来、
平成24年度末で3,133件の利用者が登録、年々増加傾向と
なっております。
当市においても携帯電話やパソコンのない一般家庭に
対し、市民への情報提供の手段として、市の行政チャン
ネル放送の導入が必要であると感じました。
伊那市では、「人口増加対策事業」について視察しまし
た。
市独自の結婚相談窓口として、平成20年11月に「いな
し出会いサポートセンター」を開設し、20歳以上の独身
者等を対象に、結婚相談及び地域や職域を超えた出会い
の場の提供など縁結びを支援しております。
センターへの登録者数は平成24年度末で男女合わせて
253名、相談件数は開設から今年６月末現在で9,583件と
なっております。実績としてはサポートセンター開設か
ら現在まで、登録者同士の成婚が９組・18人、登録者と
登録者以外の成婚が
33組・33人となって
おります。
当市でも結婚対策
は重要であり、参考
とすべき点が多く感
じました。

　建設水道常任委員会では、７月１日から３日までの日
程で、北海道岩見沢市及び札幌市を視察しました。
　岩見沢市では、「複合駅舎整備と土地区画整理事業」に
ついて視察しました。
　複合駅舎のデザインは、ＪＲ北海道と市の協賛で一般
公募型コンペを実施し決定しました。ＪＲグループでは
全国初の試みであります。複合駅舎の市施設分「有明交
流プラザ」には、市民サービスセンターや市民ギャラリ
ー及び本屋などの店舗も入店しております。南北連絡通
路は有効幅６ｍと広く、イベントも開催可能です。駅南
北の市民を結び交流の場として多くの方に利用されてお
ります。
　土地区画整理整備後、１棟50戸の公営住宅やデータセ
ンターが建設され、介護サービス付き高齢者住宅が今年
度着工予定であります。経済状況の悪化により開発が遅
れてはおりますが、さらに土地利用が図られ、中心市街
地の活性化に寄与するものと期待されている状況であり
ます。
札幌市では、「水道施設耐震化事業」及び「下水道事業
の取り組み」について視察しました。

札幌市の水道局では、平成10年より地震対策を進めて
おり、配水池の底にはコンクリートを打ち増し、天井の
外側から鋼板を張るなど、耐震化を図っているところで
す。
札幌市役所から排出される温室効果ガス及び市役所で
使用されるエネルギーの約20％を下水道部門が占めてい
るため、これまで、省エネ設備の導入及び下水熱を暖房
に利用するなどを実施し、平成21年度の温室効果ガス排
出量と平成２年度を比較し、約20％の削減に成功してい
る状況であります。
今後もエネルギー使用量６％削減を目標に取り組んで
いくとのことであります。

地域医療事業などを視察
7月29日～31日　長野県東御市・諏訪市・伊那市

複合駅舎・水道施設の耐震化などを視察
7月1日～3日‥北海道岩見沢市・札幌市
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◎次回の定例会は12月上旬開会の予定です。
皆様お気軽に傍聴においでください。
◎市議会だより、または、当市議会に対する
ご意見ご感想をお寄せください。
あて先　〒964－8601 二本松市金色403番地1

市議会だより編集委員会
TEL 55－5143（議会事務局）
FAX 22－6047
E-ｍail shomu@city.nihonmatsu.lg.jp

編集後記
　９月定例会は７月27日、8月5日の豪雨災害からの
復旧対策、更に放射能汚染対策事業等々を巡って活
発な議論が展開されました。豪雨災害により被災さ
れました皆様に改めてお見舞いを申し上げますとと
もに、一日も早い復旧をご祈念申し上げます。
　本号が皆様のお手許に届く頃には、稲刈りも一段
落していることと思います。実りの秋を、収穫の喜
びを心の底から実感できるようにするには、豪雨災
害の復旧、山林も含めた生活環境全体の除染、風評
被害の克服そして原発事故被害の完全かつ迅速な賠
償が求められます。
　市議会としましても市民の皆様とともに、これら
の課題解決に向け全力で取り組んでまいります。共
に頑張りましょう。

議
会
の
動
き
（
７
〜
９
月
）

7． 1 建設水道常任委員会行政視察（～ 3日）
9 にほんまつ市議会だより編集委員会
11 安達地方市町村議会議長会視察研修（～12日）
16 安達地方広域行政組合議会議会運営委員会
〃 にほんまつ市議会だより編集委員会
18 議会運営委員会
〃 安達地方地域振興懇談会
19 会派代表者会
〃 平成25年第 5回（ 7月）臨時市議会
〃 議員協議会
〃 議会運営委員会
〃 浪江町議会議員との懇談会
22 安達地方広域行政組合議会7月定例会
〃 安達地方広域行政組合議会全員協議会
23 東北市議会議長会理事会
〃 東北市議会議長会実行運動
24 香川県東かがわ市議会行政視察受入
25 福島県市議会議員研修会
26 安達地方市町村議会議長会県への要望活動
29 福岡県粕屋町議会総務常任委員会行政視察受入
〃 総務常任委員会行政視察（～31日）

8． 1 全国市議会議長会国会対策委員会
2 安達地方市町村議会議長会国への要望活動
7 福島県市議会議長会国・東電への実行運動
8 香川県観音寺市議会会派行政視察受入
〃 議員協議会
20 議会運営委員会
21 平成25年第 6回（ 8月）臨時市議会
〃 議員協議会
23 安達地方広域行政組合議会議会運営委員会
28 岡山県倉敷市議会会派行政視察受入
30 議会運営委員会
〃 にほんまつ市議会だより編集委員会

9． 2 会派代表者会
　3 平成25年第 7回（ 9月）定例市議会開会
〃 議員協議会
9 会派代表者会
18 決算審査特別委員会（～25日）
20 会派代表者会
〃 議会運営委員会
24 議会運営委員会
25 平成25年第 7回（ 9月）定例市議会閉会
〃 議員協議会
26 にほんまつ市議会だより編集委員会

◆ 編集委員会 ◆
委 員 長　髙橋　正弘
副委員長　深谷　勇吉
　　　　　熊田　義春　　安斎　政保
　　　　　菅野　寿雄　　菅野　　明
　　　　　小林　　均　　平　　敏子

　７月臨時会は７月19日に開催されました。提出された議案は、
「二本松市過疎地域自立促進計画の変更について」等４件で、
審議の結果、全議案、原案のとおり可決されました。
◎二本松市過疎地域自立促進計画の変更について
　「道の駅さくらの郷」の農産物加工販売施設の新設、農産物
直売施設の拡張事業の追加等
◎財産の処分について　
　永田六丁目工場用地の売却を行うもの。
◎平成25年度二本松市一般会計補正予算（206,457千円）
　（歳出の主なもの）
　○総務費
　岩代・旭地区における地上デジタル放送難視地区共聴施設
整備事業補助金の増 2,357 千円
　○衛生費
　　風しんワクチン予防接種等事業の増 9,281千円
　○農林水産業費
　　道の駅さくらの郷施設整備事業の増 11,857千円
　○消防費
　　東和・西ノ内消防屯所整備事業の増 4,846千円
◎二本松市土地取得特別会計補正予算
　（歳入）
　　永田六丁目工場用地の土地売却収入 180,133千円

　８月臨時会は８月21日に開催されました。提出された議案は、
工事請負契約締結及び平成25年度一般会計補正予算の２件で、
今回の補正予算は、７月27日、８月５日に発生した豪雨による
災害の応急復旧経費等について措置したものでした。
　審議の結果、全議案、原案のとおり可決されました。

◎工事委託契約締結について
　（仮称）にいどのこども園新築主体工事
◎平成25年度二本松市一般会計補正予算（286,800千円）
　（主なもの）
　○民生費
　　災害見舞金の増 3,670千円
　○衛生費
　　災害廃棄物処理事業の増 10,000千円
　○災害復旧費
　　農業用施設単独災害復旧事業の増 180,000千円
　　農業用施設補助災害復旧事業の増 25,000千円
　　林業施設単独災害復旧事業の増 6,500千円
　　林業施設補助災害復旧事業の増 12,000千円
　　公共土木施設現年災害復旧事業の増 77,000千円
　　土木施設単独災害復旧事業の増 111,830千円

平成25年第５回（７月）臨時会 平成25年第６回（８月）臨時会


